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１．2026年７月期第１四半期の連結業績（2025年８月１日～2025年10月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期第１四半期 1,995 28.8 107 26.3 111 26.8 78 21.8
2025年７月期第１四半期 1,549 7.0 84 116.0 87 104.1 64 194.9

(注) 包括利益 2026年７月期第１四半期 86百万円( 108.6％) 2025年７月期第１四半期 41百万円( 95.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年７月期第１四半期 46.55 －
2025年７月期第１四半期 36.65 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年７月期第１四半期 11,049 7,196 65.1
2025年７月期 10,971 7,474 68.1

(参考) 自己資本 2026年７月期第１四半期 7,196百万円 2025年７月期 7,474百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年７月期 － 40.00 － 70.00 110.00
2026年７月期 －
2026年７月期(予想) 45.00 － 75.00 120.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年７月期の連結業績予想（2025年８月１日～2026年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,785 13.2 432 △9.1 434 △10.3 293 △13.4 174.01
通期 11,000 8.8 1,095 2.0 1,100 3.0 770 △3.7 457.95

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年７月期１Ｑ 1,798,800株 2025年７月期 1,798,800株

② 期末自己株式数 2026年７月期１Ｑ 119,910株 2025年７月期 38,252株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年７月期１Ｑ 1,688,654株 2025年７月期１Ｑ 1,760,597株

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有する当社

株式が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一

定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項

等については、添付資料2ページ「１. 経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の通商政策による影響が一部にみられたものの、企業収

益や雇用・所得環境の改善が進み、景気は緩やかな回復基調が続きました。一方で、関税をはじめとする米国通商

政策の不確実性の高まり、東欧情勢や中東情勢などの地政学リスクの長期化、円安によるエネルギー価格・原材料

価格の高騰、中国経済の持ち直しの遅れなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは「グループ一体での飛躍的成長に向けた基盤整備の時期」と位置づけた

第７次中期経営計画（2024年７月期～2026年７月期）で掲げた基本戦略の一層の推進を図るべく、グローバル展開

の加速と事業領域の拡大を重要課題として、取り組みを強化してまいりました。

当第１四半期連結累計期間における売上高は、包装機械事業における包装システムの販売実績の減少があったも

のの、主力商品であるメカトロハイスペック包装機を中心とした給袋自動包装機の販売実績の増加に伴い、前年同

期に比べ446百万円の増収となりました。利益につきましては、包装機械事業における増収効果により、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ増益となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,995百万円（前年同期比28.8%増）、営業利益は107百

万円（前年同期比26.3%増）、経常利益は111百万円（前年同期比26.8%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

78百万円（前年同期比21.8%増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(包装機械事業)

包装システムの販売実績の減少があったものの、主力商品であるメカトロハイスペック包装機を中心とした給

袋自動包装機の販売実績が増加したことから、売上高は1,901百万円（前年同期比29.0%増）、営業利益は152百万

円（前年同期比25.0%増）となりました。

(生産機械事業)

保守サービスの販売実績が増加したことに伴い、売上高は94百万円（前年同期比25.6%増）となりました。利益

につきましては、低採算案件の影響により売上総利益率が低下したことから、営業損失は45百万円（前年同期は

営業損失37百万円）となりました。

なお当社グループの各四半期の売上高は、受注案件の売上計上時期の偏りと高額案件の有無等により、大きく変

動する傾向にあります。一方、販売費及び一般管理費は比較的変動が少ないことから、利益につきましても、売上

高に大きく影響されることとなり、各四半期の業績は大きく変動する傾向があります。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は11,049百万円となり、前連結会計年度末に比べて77百万円増加

いたしました。主な要因は、売上債権及びファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額の合計額が176百万

円、現金及び預金が150百万円、それぞれ減少した一方で、棚卸資産が408百万円増加したことであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は3,853百万円となり、前連結会計年度末に比べて356百万円増加

いたしました。主な要因は、流動負債その他に含まれる未払消費税等が69百万円、未払法人税等が48百万円、それ

ぞれ減少した一方で、仕入債務が319百万円、前受金が178百万円、それぞれ増加したことであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は7,196百万円となり、前連結会計年度末に比べて278百万円減

少いたしました。主な要因は、自己株式が取得により239百万円増加（純資産は減少）した一方で、利益剰余金が47

百万円減少したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年７月期第２四半期（累計）及び通期の連結業績予想につきましては、2025年９月５日に公表いたしました

連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,057,015 2,906,699

受取手形及び売掛金 1,691,474 1,471,990

電子記録債権 356,491 480,942

仕掛品 2,139,332 2,495,636

原材料及び貯蔵品 613,570 665,290

未収入金 224,740 155,032

その他 138,537 122,260

流動資産合計 8,221,162 8,297,852

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 770,311 766,674

土地 786,692 786,692

その他（純額） 60,598 69,941

有形固定資産合計 1,617,603 1,623,308

無形固定資産

のれん 404,472 395,349

技術資産 364,548 356,325

その他 83,897 80,852

無形固定資産合計 852,918 832,527

投資その他の資産 280,219 296,189

固定資産合計 2,750,741 2,752,025

資産合計 10,971,903 11,049,878

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 779,494 1,048,988

電子記録債務 269,959 319,953

1年内返済予定の長期借入金 85,567 73,406

未払法人税等 113,183 64,224

前受金 1,469,797 1,648,060

賞与引当金 － 67,459

役員賞与引当金 24,500 －

製品保証引当金 47,810 42,523

受注損失引当金 1,602 －

その他 351,135 262,357

流動負債合計 3,143,049 3,526,974

固定負債

長期借入金 13,412 －

株式給付引当金 51,562 53,797

退職給付に係る負債 50,560 50,074

その他 238,612 222,515

固定負債合計 354,148 326,388

負債合計 3,497,197 3,853,362
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 251,577 251,577

資本剰余金 306,392 306,392

利益剰余金 6,930,788 6,883,594

自己株式 △93,321 △332,665

株主資本合計 7,395,436 7,108,897

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 41,617 44,998

為替換算調整勘定 37,651 42,620

その他の包括利益累計額合計 79,269 87,618

純資産合計 7,474,706 7,196,516

負債純資産合計 10,971,903 11,049,878
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年８月１日
至 2024年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年８月１日
至 2025年10月31日)

売上高 1,549,293 1,995,996

売上原価 999,533 1,365,649

売上総利益 549,760 630,346

販売費及び一般管理費 464,966 523,285

営業利益 84,794 107,060

営業外収益

受取利息 235 1,738

仕入割引 334 211

為替差益 1,335 2,427

奨励金収入 1,000 －

その他 517 517

営業外収益合計 3,422 4,894

営業外費用

支払利息 228 80

支払手数料 － 334

営業外費用合計 228 415

経常利益 87,988 111,540

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 87,988 111,540

法人税、住民税及び事業税 26,098 59,959

法人税等調整額 △2,635 △27,028

法人税等合計 23,463 32,930

四半期純利益 64,524 78,609

親会社株主に帰属する四半期純利益 64,524 78,609
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年８月１日
至 2024年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年８月１日
至 2025年10月31日)

四半期純利益 64,524 78,609

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,266 3,380

為替換算調整勘定 △17,580 4,968

その他の包括利益合計 △22,846 8,348

四半期包括利益 41,678 86,958

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,678 86,958
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年８月１日
至 2024年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年８月１日
至 2025年10月31日)

減価償却費 27,457千円 28,081千円

のれんの償却額 9,123千円 9,123千円

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自 2024年８月１日 至 2024年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２包装機械事業 生産機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,474,287 75,006 1,549,293 － 1,549,293

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 1,474,287 75,006 1,549,293 － 1,549,293

セグメント利益又は損失(△) 122,044 △37,400 84,644 150 84,794

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額150千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自 2025年８月１日 至 2025年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２包装機械事業 生産機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,901,765 94,230 1,995,996 － 1,995,996

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 1,901,765 94,230 1,995,996 － 1,995,996

セグメント利益又は損失(△) 152,594 △45,683 106,910 150 107,060

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額150千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


